
項 ⽬ 内 容

名称 ラクツカリュームソウ、トゲハニガナ、ケジシャ、ワイルドレタス [ 英 ]Wild  

Lettuce、Lactucarium、Acric Lettuce、Green Endive、Lettuce Opium [学

名]Lactuca virosa

概要 ラクツカリュームソウは、ヨーロッパ全⼟に分布するキク科の1または2年草で、⾼

さ1〜1.5 m程度に⽣⻑する。主に乳液および葉が利⽤される。

法規・制度 ■⾷薬区分

・ワイルドレタス (ワイルドカナダレタス) 茎、葉︓「医薬品的効能効果を標ぼうし

ない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・セスキテルペンラクトン (ラクツピクリン (lactupicrin) (33) 、ラクツカリン

(29) 、ラクツセリン (29) (33) 、ラクツシン (29) (101) 、ラクツシン酸 (29) 、

ラクツコピコリン (lactucopicrin) (33) (101) ) 、トリテルペン類 (101) 、フラボ

ノイド類 (33) 、クマリン (33) などを含む。

分析法 -

有効性



ヒ

ト

で
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

・前⽴腺肥⼤、狭隅⾓緑内障の⼈は使⽤禁忌。

有効性 (注︓下記の内容は、⽂献検索した有効性情報を抜粋したものであり、その内容を新

たに評価したり保証したりしたものではありません。)

・調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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